
特集 閉校を迎える湯ノ岱・早川・小砂子小学校
平成２６年度上ノ国町教育・文化・スポーツ表彰式開催

天の川が流れる街

No.644
4月

広
報

1. 健康で明るく、しごとにはげみ、住みよい町をつくりましよう。
2.生産のくふうにつとめ、力を合わせ、豊かな町をつくりましよう。
3.きまりを守り、環境をととのえ、美しい町をつくりましよう。
4.自然を愛し、文化を育て、希望にみちた町をつくりましよう。
5. 老人をうやまい、子供の夢をのばし、楽しい町をつくりましよう。

上ノ国町民憲章（昭和47年８月14日制定）
わたくしたちは、北海道夜明けの地にいきる上ノ国町民であるこ
とに誇りをもち、祖先の偉業を受けつぎ、恵まれた大自然を愛し、
町民一人ひとりが自覚と責任をもつて、調和のある明るい町づく
りにつとめます。



　
早
川
小
学
校
は
、
そ
の

前
身
で
あ
る
早
川
尋
常
小

学
校
が
明
治
１６
年
１
月
２０

日
に
児
童
２０
人
を
迎
え
、

法
香
寺
に
て
開
校
式
が
行

わ
れ
、
校
舎
が
完
成
す
る

ま
で
の
２
年
間
は
、
民
家

を
仮
校
舎
と
し
て
利
用
し

て
い
ま
し
た
。

　
明
治
３７
年
に
、
民
家
か

ら
出
火
し
た
火
事
が
村
落

の
多
く
を
焼
失
す
る
大
火

と
な
り
、
学
校
も
全
焼
す

る
な
ど
の
苦
難
も
あ
り
ま

し
た
が
、
地
域
の
方
々
の

尽
力
も
あ
り
、
翌
年
に
は

法
香
寺
裏
の
高
台
に
校
舎

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
大
正
９
年

に
校
舎
を
現
診
療
所
敷
地

内
に
移
転
し
、
昭
和
１７
年

に
は
中
外
地
区
の
発
展
と

と
も
に
早
川
小
学
校
二
股

分
教
場
が
開
設
（
旧
若
葉

小
学
校
）
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
３０
年
に
校
舎
の
老

朽
化
と
増
え
る
児
童
数
の

問
題
か
ら
現
校
舎
付
近
に

移
転
新
築
し
、
児
童
数
も

昭
和
３４
年
に
は
、
ピ
ー
ク

と
な
る
２
７
３
人
の
生
徒

が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
頃
、
早
川

小
学
校
の
目
の
前
に
は
、

中
外
地
区
へ
の
道
を
１
本

隔
て
て
早
川
中
学
校
が
あ

り
、
平
成
１３
年
の
閉
校
ま

で
、
小
学
校
と
共
に
歩
み
、

か
つ
て
の
学
舎
を
卒
業
生

が
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
な

か
で
、
こ
れ
ま
で
２
１
４

６
人
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
た
早
川
小
学
校
も
、
４

月
１
日
よ
り
滝
沢
小
学
校

に
統
合
に
な
り
ま
す
。

　
在
校
生
４
人
は
早
川
で

学
ん
だ
こ
と
を
支
え
に
、

滝
沢
と
上
ノ
国
の
新
た
な

学
舎
で
新
た
な
仲
間
と
と

も
に
、
春
を
迎
え
て
い
ま
す
。

早川小学校

　
湯
ノ
岱
小
学
校
は
、
明

治
１７
年
９
月
に
、
当
時
の

勝
山
小
学
校
（
現
上
ノ
国

小
学
校
）
の
分
校
と
し
て
、

在
校
生
７
人
を
も
っ
て
湯

ノ
岱
地
区
に
開
校
し
、
湯

ノ
岱
地
区
の
子
ど
も
達
を

育
み
、
巣
立
た
せ
て
き
ま

し
た
。

　
当
時
は
民
家
を
仮
校
舎

と
し
て
教
育
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
明
治
４１
年
に
校

舎
が
新
築
さ
れ
、
そ
の
後
、

児
童
数
が
増
え
る
と
と
も

に
増
改
築
を
く
り
返
し
使

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
、
廃
線
と

な
っ
た
Ｊ
Ｒ
江
差
線
が
開

通
し
た
昭
和
１０
年
当
時
は
、

湯
ノ
岱
地
区
全
体
に
物
や

人
が
ご
っ
た
が
え
す
ほ
ど

の
活
況
と
な
り
、
鉄
道
敷

設
の
記
念
式
典
が
、
当
時

の
湯
ノ
岱
小
学
校
に
て
盛

大
に
開
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　
鉄
道
の
開
通
に
後
押
し

さ
れ
る
よ
う
に
、
人
口
が

増
え
つ
つ
あ
っ
た
神
明
や

上
ノ
沢
に
も
分
校
が
設
立

し
、
中
学
校
も
校
舎
新
築

と
と
も
に
独
立
す
る
な
ど
、

湯
ノ
岱
地
区
の
教
育
体
制

は
充
実
を
見
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
地
域
の
発
展

と
比
例
す
る
よ
う
に
、
児

童
数
は
増
え
、
昭
和
２９
年

に
は
小
学
校
も
現
校
舎
付

近
に
新
設
さ
れ
、
児
童
数

も
昭
和
３４
年
に
は
ピ
ー
ク

と
な
る
２
７
２
人
に
も
上

り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
湯
ノ

岱
小
学
校
が
送
り
出
し
た

卒
業
生
は
１
５
８
０
人
を

数
え
、
平
成
１１
年
に
新
築

さ
れ
た
現
校
舎
で
学
ん
だ

最
後
の
在
校
生
の
２
人
は
、

河
北
小
学
校
に
て
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

湯ノ岱小学校

閉
校
　

１
３
０
年
以
上
に
わ
た
り
、
上
ノ
国
の
学
校
教
育
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
『
湯
ノ
岱
小
学
校
』『
早
川
小
学
校
』

『
小
砂
子
小
学
校
』
の
３
校
が
、
平
成
27
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
と
と
も
に
１
３
０
年 

あ
り
が
と
う
湯
ノ
岱
・
早
川
・
小
砂
子
小
学
校

旧校舎（昭和５７年頃）現校舎（平成１４年完成）

旧校舎（昭和６０年頃）現校舎（平成１１年完成）
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小
砂
子
小
学
校
は
、
明

治
１７
年
９
月
に
小
砂
子
尋

常
小
学
校
と
し
て
創
立
し
、

当
初
は
民
家
の
倉
庫
な
ど

を
仮
校
舎
と
し
、
地
域
の

初
等
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
当
時
の
在
校
生
は
９
人

で
、
現
在
の
よ
う
な
整
備

さ
れ
た
道
路
は
ま
だ
な
く
、

非
常
に
急
峻
な
坂
の
続
く

道
を
、
子
ど
も
達
は
毎
日

歩
い
て
通
学
し
て
い
ま
し

た
。
日
々
の
生
活
の
中
で

健
脚
が
養
わ
れ
、
早
川
小

学
校
ま
で
の
遠
足
な
ど
も

行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
小
砂
子
の
児
童
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
漁
師
を
親

に
持
ち
、
学
校
も
漁
が
繁

忙
期
を
迎
え
る
と
親
の
手

伝
い
が
主
と
な
る
た
め
、

休
み
に
な
る
な
ど
、
地
域

の
実
情
と
と
も
に
、
歩
ん

で
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
家
族
と
地

域
、
子
ど
も
達
が
学
ぶ
学

校
と
の
結
び
つ
き
も
強
く
、

明
治
４４
年
に
暴
風
で
屋
根

が
破
損
し
た
際
な
ど
は
、

地
域
の
大
人
が
総
出
で
補

修
す
る
な
ど
、
子
ど
も
達

と
学
校
は
周
囲
に
見
守
ら

れ
て
育
ち
、
そ
の
児
童
達

が
大
人
に
な
る
と
、
今
度

は
担
い
手
と
な
っ
て
子
ど

も
達
と
地
域
を
支
え
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
３５
年

に
は
６８
人
い
た
在
校
生

も
、
３
年
前
に
最
後
の
卒

業
生
を
送
り
だ
し
て
か
ら

は
休
校
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
６
６
７
人
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
た
小
砂
子
小
学

校
は
、
今
年
３
月
３１
日
を

も
っ
て
正
式
に
閉
校
と
な

り
ま
し
た
。

小砂子小学校

　
昨
年
１２
月
に
は
湯
ノ
岱
小

学
校
、
今
年
３
月
に
は
早
川

小
学
校
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
閉

校
式
が
執
り
行
わ
れ
、
在
校

生
や
卒
業
生
な
ど
多
く
の

人
々
が
集
い
、
思
い
出
深
い

故
郷
の
学
舎
に
別
れ
を
告
げ

ま
し
た
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
か
ら
、

１
３
０
年
以
上
に
わ
た
り
地

域
の
初
等
教
育
を
担
っ
て
き

た
３
校
は
、
閉
校
と
い
う
一

つ
の
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
交
通

の
利
便
性
も
向
上
し
た
こ
と

も
あ
り
、
河
北
・
滝
沢
小
学

校
へ
と
通
学
し
、
学
び
ま
す
。

　
地
域
か
ら
小
学
校
が
無
く

な
る
こ
と
は
、
言
葉
に
な
ら

な
い
寂
し
さ
を
覚
え
ま
す
が
、

新
た
に
児
童
が
通
う
地
域
も
、

子
ど
も
達
を
変
わ
ら
ず
見
守

り
続
け
て
い
ま
す
。

統
合

新
た
な
学
び
の
歩
み

旧校舎（昭和３１年頃）

現校舎（平成元年完成）

石崎奴の先頭に立つ早川小児童

橋名盤を設置する湯ノ岱小児童

湯ノ岱小学校閉校式 早川小学校閉校式
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・
東
日
本
中
学
生
Ｋ
Ｂ
野
球
大
会
優
勝

・
２
０
１
４
北
海
道
知
事
杯
争
奪
Ｋ
Ｂ
秋
季

野
球
大
会
兼
第
９
回
全
国
Ｋ
Ｂ
野
球
秋

季
大
会
北
海
道
予
選
会
準
優
勝

薄
す
す
き

田だ

　
爽そ

う

汰た

・
東
日
本
中
学
生
Ｋ
Ｂ
野
球
大
会
優
勝

・
２
０
１
４
北
海
道
知
事
杯
争
奪
Ｋ
Ｂ
秋
季

野
球
大
会
兼
第
９
回
全
国
Ｋ
Ｂ
野
球
秋

季
大
会
北
海
道
予
選
会
準
優
勝

菊き

く

地ち

　
寛か

ん

太た

上
ノ
国
町
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
開
催

平
成
26
年
度

　
平
成
２６
年
度
上
ノ
国
町
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

表
彰
式
が
３
月
１９
日
、
ジ
ョ
イ
じ
ょ
ぐ
ら
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
教
育
・
文
化
・
体
育
活
動
の
普
及
発
展

に
貢
献
ま
た
は
活
躍
し
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る

も
の
で
、
受
賞
者
に
は
、
加
賀
俊
昭
教
育
委
員
長
よ

り
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

本年度の受賞者 １４名、３団体

文化功労賞（団体）
　

今
年
で
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
上
ノ
国
町
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
は
、
第
35
回
の
開
催
を
迎

え
た
「
母
さ
ん
の
手
作
り
芸
能
発
表
会
」
や

「
勉
強
会
・
研
修
会
開
催
」
な
ど
、
各
地
域
の

協
議
会
会
員
が
連
携
し
、
積
極
的
な
活
動
を
行

い
、
上
ノ
国
町
の
女
性
の
地
位
向
上
と
、
住
み

よ
い
地
域
作
り
と
生
活
文
化
の
向
上
に
長
年
に

わ
た
り
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

スポーツ栄誉賞（個人）
・
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　

七
種
競
技　

第
７
位

・
第
99
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

出
場
決
定

・
第
47
回
北
海
道
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

七
種
競
技　

第
１
位

・
第
66
回
北
海
道
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手

　

権
大
会

　

七
種
競
技　

第
１
位

　

走
幅
跳
び　

第
１
位

文化功労賞（個人）
　

平
成
元
年
よ
り
上
ノ
国
声
楽
会
を
結
成

し
、
会
長
並
び
に
指
導
者
と
し
て
積
極
的

な
会
の
活
動
と
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、

上
ノ
国
町
文
化
協
会
に
加
盟
以
来
、
26
年

間
当
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
、
ま
た
こ
の

間
、
町
民
文
化
祭
芸
能
発
表
会
、
檜
山
管

内
芸
能
祭
に
参
加
協
力
し
、
地
域
芸
能
文

化
の
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

スポーツ奨励賞（個人）
・
東
日
本
中
学
生
Ｋ
Ｂ
野
球
大
会
優
勝

・
２
０
１
４
北
海
道
知
事
杯
争
奪
Ｋ
Ｂ
秋
季

野
球
大
会
兼
第
９
回
全
国
Ｋ
Ｂ
野
球
秋

季
大
会
北
海
道
予
選
会
準
優
勝

鷲わ

し

田だ

　
航こ

う

平へ

い

上か

み

ノの

国く

に

町
ち
ょ
う

女じ

ょ

性せ

い

団だ

ん

体た

い

連れ

ん

絡ら

く

協
き
ょ
う

議ぎ

会か

い

仲な

か

澤ざ

わ

由ゆ

依い

（
字
大
留
）

　
　
　
　

※
北
翔
大
学
在
学
中

堀ほ

り

井い

　
巖

い
わ
お

（
字
北
村
）
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・
第
８
回
近
隣
市
町
少
年
柔
道
交
流
大
会

　

小
学
５
年
生
男
子
の
部
（
重
量
級
）
優
勝

・
北
斗
市
長
杯

　

第
９
回
道
南
わ
ん
ぱ
く
柔
道
大
会

　

小
学
５
年
生
男
子
重
量
級
の
部　

第
３
位

笠か

さ

谷や

　
力り

き

飛と

・
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

函
館
選
抜
チ
ー
ム

　

全
道
大
会
優
勝

山や

ま

本も

と

　
大た

い

雅が

スポーツ奨励賞（個人）

スポーツ奨励賞（団体）

上か
み

ノの

国く
に

中
ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

男だ
ん

子し

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部ぶ

・
第
57
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
予
選
兼

第
52
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会

　

小
学
１
・
２
年
生
男
子

　

組
手
の
部　

準
優
勝

髙た

か

橋は

し

　
颯そ

う

馬ま

・
第
13
回
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

第
３
位

・
第
17
回
函
館
ス
キ
ー
連
盟
杯　

第
１
位

・
第
20
回
ス
ポ
ニ
チ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ

ロ
ー
ム
大
会　

第
３
位

・
ピ
リ
カ
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

第
２
位

武た

け

田だ

　
明あ

日す

香か

・
第
８
回
近
隣
市
町
少
年
柔
道
交
流
大
会

　

小
学
３
・
４
年
生
女
子
の
部　

第
２
位

・
北
斗
市
長
杯

　

第
９
回
道
南
わ
ん
ぱ
く
柔
道
大
会

　

小
学
３
・
４
年
生
女
子
の
部　

第
３
位

山や

ま

田だ

　
亜あ

美み

・
第
57
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
予
選
兼

第
52
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会

　

小
学
１
・
２
年
生
男
子

　

形
の
部　

優
勝

　

小
学
１
・
２
年
生
男
子

　

組
手
の
部　

第
３
位

野の

﨑ざ

き

　
漣れ

ん

珠じ

ゅ

・
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

函
館
選
抜
チ
ー
ム

　

全
道
大
会
優
勝

出で

口ぐ

ち

　
大た

い

樹き

・
第
17
回
東
陽
建
設
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大
会

　

第
１
位

・
第
20
回
ス
ポ
ニ
チ
Ｊ
Ｓ
大
会　

第
２
位

・
檜
山
中
学
校
体
育
大
会
Ｇ
Ｓ　

第
１
位

・
檜
山
中
学
校
体
育
大
会
Ｓ
Ｌ　

第
１
位

・
第
40
回
全
道
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

　

Ｓ
Ｐ
カ
ッ
プ
予
選　

第
１
位　
　
　

ほ
か

武た

け

田だ

　
優ゆ

紀き

香か

上か

み

ノの

国く

に

夷い

王お

う

ジ
ュ
ニ
ア
（
女じ

ょ

子し

）

　

日
頃
の
厳
し
い
練
習
に
耐

え
、
見
事
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
カ
ッ
プ
第
34
回
全
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
函

館
地
区
予
選
大
会
で
初
優
勝

を
飾
り
、
南
北
海
道
大
会
で

は
ベ
ス
ト
８
を
成
し
遂
げ
、

道
新
カ
ッ
プ
で
は
函
館
地
区

第
一
代
表
と
し
て
道
南
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
し
、
見

事
準
優
勝
す
る
な
ど
、
先
輩

か
ら
受
け
継
い
だ
夷
王
バ

レ
ー
を
思
う
存
分
発
揮
し
ま

し
た
。

・
第
32
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

　

女
子
６
年
80
Ｍ
ハ
ー
ド
ル
第
８
位

・
２
０
１
４
第
３
回
東
日
本
都
道
府
県
小
学

生
陸
上
競
技
交
流
大
会
北
海
道
函
館
大

会
80
Ｍ
ハ
ー
ド
ル
第
８
位

星ほ

し

野の

　
夢ゆ

め

華か

　

日
頃
か
ら
厳
し
い
練
習
を

積
み
重
ね
、
道
南
中
学
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会
優
勝

や
道
南
選
抜
中
学
校
小
田
桐

杯
優
勝
な
ど
、
数
々
の
実
績

を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、

平
成
26
年
度
全
道
中
体
連
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て

は
、
上
ノ
国
中
学
校
を
団
体

競
技
と
し
て
は
初
と
な
る
全

道
大
会
優
勝
に
導
き
、
平
成

26
年
度
全
国
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
北
海
道
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
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２
月
２６
日
、
町
内
で
漁
獲
さ
れ
た
水

産
物
や
水
産
加
工
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の

漁
業
者
１５
人
、
漁
協
女
性
部
２
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
で
水
揚
げ

さ
れ
た
魚
介
類
や
水
産
加
工
品
を
使
っ

た
料
理
が
居
酒
屋
で
提
供
さ
れ
、
特
に

エ
ビ
や
ア
ワ
ビ
、
ホ
ッ
ケ
の
刺
身
な
ど

は
大
好
評
で
し
た
。

　
参
加
し
た
漁
業
者
は
、
自
ら
が
携

わ
っ
た
商
品
を
目
の
前
で
食
べ
て
も
ら

い
、「
美
味
し
い
！
」
と
言
っ
て
も
ら

え
た
こ
と
は
大
変
な
励
み
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
昨
今
、
食
の
安
全
に
全
国
的
な
関
心

が
高
ま
る
中
、
こ
う
し
た
生
産
者
と
消

費
者
が
交
わ
る
活
動
に
大
き
な
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

取
組
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
元
漁
業
者
、

札
幌
物
産
イ
ベ
ン
ト
に
出
陣　

　
３
月
２３
日
、
湯
ノ
岱
地
区
に
て
掘
削

が
進
ん
で
い
た
新
吉
堀
ト
ン
ネ
ル
が
貫

通
し
、
貫
通
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
、
挨
拶
の
中
で
、
こ
れ
ま

で
雨
や
雪
に
よ
る
通
行
止
め
が
頻
発
し

て
い
た
状
況
に
触
れ
、
こ
れ
ら
が
解
消

さ
れ
る
と
と
も
に
、
昨
年
の
Ｊ
Ｒ
江
差

線
廃
線
や
来
年
に
控
え
る
北
海
道
新
幹

線
開
業
な
ど
に
よ
り
、
本
町
と
木
古
内

を
結
ぶ
本
路
線
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
　

　
今
後
は
壁
面
を
固
め
る
工
事
な
ど
が

行
わ
れ
、
開
通
に
向
け
て
最
後
の
仕
上

げ
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。

新
吉
堀
ト
ン
ネ
ル
貫
通
！

新
た
な
路
線
に
高
ま
る
期
待

　
３
月
１５
日
、
上
ノ
国
町
南
部
美
声
会

（
布
施
美
治
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
第

１６
回
南
部
美
声
会
歌
謡
・
民
謡
・
舞
踊

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
が
ジ
ョ
イ
・

じ
ょ
ぐ
ら
に
て
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０

人
の
来
場
者
が
歌
や
踊
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
は
、
地

域
の
社
会
福
祉
充
実
な
ど
の
た
め
、
来

場
者
の
方
々
か
ら
寄
付
を
募
っ
て
お

り
、
こ
の
日
も
多
く
の
方
々
の
協
力
に

よ
っ
て
集
ま
め
ら
れ
た
寄
付
金
が
上
ノ

国
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
と
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
上
ノ
国
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
今

後
、
町
内
の
社
会
福
祉
の
推
進
に
よ
っ

て
、
地
域
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

地
域
に
貢
献
す
る
歌
！

南
部
カ
ラ
オ
ケ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

　
２
月
２６
日
、
本
町
の
若
手
農
業
者
に

よ
る
勉
強
会
、
３
月
１６
日
に
は
冬
期
営

農
講
座
が
ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら
に
て
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
農
作
業
の
工
程
見
直
し

に
よ
る
効
率
化
の
検
討
や
、
連
作
障
害

の
回
避
な
ど
、
冬
の
農
閑
期
を
有
効
活

用
し
、
改
革
改
善
に
よ
る
更
な
る
高
収

益
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
特
に
、
本
町
の
若
手
農
業
者
は
、
こ

う
し
た
勉
強
会
を
積
極
的
に
行
い
、
ま

た
、
産
業
ま
つ
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
農

産
物
を
自
ら
出
品
し
て
Ｐ
Ｒ
販
売
活
動

を
行
う
な
ど
、
本
町
の
農
業
の
未
来
を

考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

春
に
向
け
て
、

　
　
　

農
家
の
勉
強
会
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今 月 は 管理栄養士　吉田　弥生です

　冬期間は寒さをしのぐために、鍋などの温かい物を食べたり、根菜類を食べる機会が多いので、

身体は熱を蓄えた状態になっています。

　そのため、春は夏に向けて冬の間に溜まった老廃物を排出し、夏の暑さをしのげるように準備す

る季節となります。

　その時期に、切り替えが上手くできないと、身体に熱がこもってしまい、不眠やだるさ、アレル

ギー症状が強くなるといった不快な症状がでてきてしまいます。

　この不調の原因となる老廃物の排出に一役買っているのが野菜で、身体の調子を整える役割を

する大事な食材です。

　今回はなかなか摂りづらい野菜についてのお話です。　

　野菜に含まれる栄養素の働き
　　１．季節に応じた丈夫なからだを作る

　　２．高血圧予防（野菜には高血圧の原因であるナトリウムを排泄するカリウムが豊富に

含まれています。）

　　　　※腎臓の悪い方はカリウムを摂りすぎると不整脈を起こすので、摂りすぎには注意し

ましょう。

　　３．骨粗鬆症予防（小松菜や水菜、春菊、チンゲン菜などの葉物野菜、大根やかぶの葉

などにカルシウムが多く含まれています。）

　　４．糖尿病や高脂血症、肥満などの予防（血糖値や、血中脂質の急な上昇を抑え、内臓

脂肪が増えるのを防ぎます。）

　　５．若さを保つ

～ 野菜の１日のめやす【手ばかり法】～

　このように、野菜は健康な食生活をおくる上で重要ですが、本町の町民アンケートでは半数以上

の方が１日の野菜の適量の１／３程度しか摂取できていない現状です。

　トマトやキュウリなどの野菜の丸かじりや、お味噌汁の具を多くするなど、日々の食事で両手に

軽く山盛り３杯分の野菜を食べて心も身体も健康な体づくり、健康維持していきましょう。

体を整える
　　野菜のはたらき

　幼児や小学生などは年齢にあわ

せて必要量は変わってきます。

　それぞれの手ではかる手ばかり

でイメージをつかみましょう。

　子どもも成人も生野菜なら両手

に軽く山盛り３杯が１日の野菜の

目安量になります。
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教 育 委 員 会 だ よ り
　
３
月
１９
日
、
男
の
料
理
教
室

が
ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら
で
行
わ

れ
１３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
料
理
教
室
は
上
ノ
国
地

区
生
涯
学
習
推
進
会
議
が
企
画

し
た
も
の
で
、
講
師
は
工
藤
四

海
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
３
班
に
分
か
れ
、

工
藤
さ
ん
や
料
理
上
手
な
女
性

か
ら
調
理
の
手
助
け
を
受
け
な

が
ら
、
ホ
ッ
ケ
の
煮
付
け
な
ど

５
品
に
挑
み
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
ホ
ッ
ケ
の
汁
物

で
は
、
工
藤
さ
ん
か
ら
「
魚
の

骨
や
野
菜
の
皮
か
ら
良
い
だ
し

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の

助
言
に
基
づ
い
て
調
理
す
る
と
、

し
っ
か
り
と
し
た
だ
し
を
取
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
参

加
者
は

と
て
も

驚
く
と

と
も
に
、

食
材
を

無
駄
な

く
使
え

る
こ
と

を
学
び

ま
し
た
。

　
調
理
に
は
多
少
手
間
取
っ
た

も
の
の
約
１
時
間
ほ
ど
で
完
成

し
、
試
食
し
ま
し
た
。
各
班
同

じ
物
を
作
り
ま
し
た
が
そ
れ
ぞ

れ
に
個
性
が
で
て
お
り
、
参
加

者
は
自
分
の
班
の
物
と
他
の
班

の
物
を
食
べ
比
べ
を
し
感
想
を

言
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
は
「
普
段
料

理
す
る
こ
と
が
少
な
い
が
、
家

で
も
作
っ
て
み
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
３
月
４
日
、
健
康
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
乳
幼
児
の

６
ヶ
月
検
診
に
あ
わ
せ
読
み
聞

か
せ
サ
ー
ク
ル
「
ぽ
ぽ
り
ん
」

が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い

ま
し
た
。

  

こ
の
読
み
聞
か
せ
は
乳
幼
児

が
絵
本
を
楽
し
む
機
会
の
創
出

を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
の
日

は
１３
組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し

た
。
乳
幼
児
の
好
き
な
「
た
べ

も
の
」「
の
り
も
の
」「
動
物
」

の
絵
本
を
選
び
読
み
始
め
る
と

読
み
手
の
声
に
敏
感
に
反
応
し

て
笑
う
子
も
い
た
り
、
親
に
抱

か
れ
て
居
心
地
の
良
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
特
に
、「
が

た
ん
ご
と
ん
」「
も
こ
も
こ
」

の
絵
本
に
つ
い
て
は
、
食
い
入

る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
た
乳
幼

児
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
改

め
て
、
絵
本
の
持
つ
素
晴
ら
し

さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
６
ヶ
月
の
乳
幼
児
に
、

絵
本
２
冊
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

　３月１日に上ノ国町女性団

体連絡協議会の創立６０周年

記念式典がジョイ・じょぐら

で開催され、来賓や会員９２人

が参加しました。

　はじめに、古館丸子会長が

「６０周年を迎えることが出来

たことに感謝するとともにこの式典を機に改めて会

員一同が心をひとつにして活動していきたい」とあ

いさつしました。

　その後、長きにわたり地区の女性会活動に貢献し

た３名に対して永年功労表彰が行われたほか、「女

性活動の重要性を再認識し青少年の健全育成と住

みよいまちづくりを目指す宣言」が提案され、出席

した会員の拍手で採択されました。

　引き続き催された記念祝賀会では、これまでの

苦労話に花が咲いたほか、各地区の会員により踊り

や歌のアトラクションを披露しました。

　最後に全員で「上

ノ国音頭」と「智恵っ

子よされ」を踊り会

場 全体が一 体とな

り、盛会のうちに終

わりました。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で

　
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

出
来
映
え
に
個
性
が
光
る 

男
の
料
理
教
室
行
わ
れ
る

調理の手助けを受けながら挑戦

完成した５品参加者でおいしくいただきました

上ノ国町女性団体連絡協議会
創立６０周年記念式典行われる
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こ
の
度
、
国
指
定
重
要
文
化

財
上
ノ
国
勝
山
館
跡
出
土
品

９
２
１
点
の
う
ち
漆
器
２
点
の

　
な
お
、
平
成
２７
年
度
も
国
指

定
重
要
文
化
財
の
保
存
処
理
お

よ
び
復
元
作
業
を
進
め
ま
す
。

　
３
月
４
日
、
越
前
焼
調
査
の

た
め
福
井
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
の
木
村
孝
一
郎
主
査

が
来
町
し
ま
し
た
。

　
越
前
焼
は
、
平
安
時
代
末
期

の
福
井
県
周
辺
で
つ
く
ら
れ
た

焼
き
物
で
す
。
中
世
の
頃
は
、

主
に
か
め
や
す
り
鉢
が
生
産
さ

れ
、
こ
れ
ら
は
堅
く
て
丈
夫
で

あ
る
こ
と
か
ら
重
宝
さ
れ
、
室

町
時
代
後
期
に
は
日
本
海
側
最

大
の
窯
場
と
し
て
最
盛
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

教育委員会だより

図書だより
図 書 新 着 ご あ ん な い

＊九年前の祈り（芥川賞受賞）小　野　正　嗣／著
＊サーカスナイト　　　　　　よしもとばなな／著
＊絶　唱　　　　　　　　　　湊　　　かなえ／著
＊奴隷小説  　　　桐　野　夏　生／著
＊千春の婚礼  　　　平　岩　弓　枝／著
＊透明カメレオン 　　　道　尾　秀　介／著
＊影踏み鬼  　　　葉　室　　　麟／著
＊晩　鐘  　　　佐　藤　愛　子／著
＊億　男  　　　川　村　元　気／著
＊悲嘆の門（上・下）　　　　宮　部　みゆき／著
＊ラスト・ワルツ 　　　柳　　　広　司／著
＊親鸞「四つの謎」を解く　　梅　原　　　猛／著
＊イスラーム国の衝撃　　　　池　内　　　恵／著

第５７回こどもの読書週間
４／２３～５／１２

重
要
文
化
財
の
漆
器

保
存
処
理
・
復
元
を
行
う

保
存
処
理
お
よ
び
復
元
作
業
を

国
の
補
助
を
受
け
実
施
し
ま
し

た
。

　
こ
の
２
点
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
水
に
漬
け
て
保
管
し
て
い

た
も
の
で
、
復
元
作
業
は
経
験

が
豊
富
な
埼
玉
県
の
専
門
業
者

が
文
化
庁
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
行
い
ま
し
た
。

　
復
元
に
際
し
て
は
、
破
片
を

つ
な
ぎ
合
わ
す
と
共
に
、
彩
色

も
行
い
、
当
時
の
状
態
に
近
づ

け
て
い
ま
す
。
　

　
今
回
復
元
が
完
了
し
た
２
点

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
公
開
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

出
土
物
調
査
の
た
め
来
町

福
井
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

　４月２５日（土）より旧笹浪家住宅と勝山館とガイダ
ンス施設の平成２７年度の開設を行います。旧笹浪家
住宅では、昔の生活の様子を再現しているほか円空仏
を展示しています。また、ガイダンス施設では、勝山
館跡の全体模型や出土物の一部を展示しています。

《開設期間》４月２５日（土）～１１月８日（日）
《開設時間》午前１０時～午後４時
《休 館 日》毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
　※開設期間、開設時間、休館日は両施設共通
《入 館 料》
・勝山館跡ガイダンス施設
　大人２００円　小中高生１００円
・重要文化財旧笹浪家住宅
　大人３００円　小中高生１００円
・両施設共通観覧券
　大人４００円　小中高生１００円

勝山館跡ガイダンス施設
重要文化財旧笹浪家住宅

4月25日
　オープン

　
今
回
の
調
査
は
、
勝
山
館
跡

も
越
前
焼
の
か
め
や
す
り
鉢
が

多
数
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら

来
町
し
た
も
の
で
す
。
木
村
さ

ん
は
越
前
焼
の
出
土
の
状
況
や

特
徴
な
ど
を
大
変
詳
細
に
記
録

し
て
い
ま
し
た
。
　

　
勝
山
館
跡
か
ら
は
越
前
焼
の

ほ
か
に
美
濃
焼
や
中
国
産
の
青

磁
な
ど
の
陶
磁
器
だ
け
で
約

５
万
点
が
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
地
が
日
本
海
交
易

で
栄
え
て
い
た
こ
と
を
読
み
解

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
史
跡
や
出
土
物
の
研
究
調
査

で
の
来
町
は
毎
年
数
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
示
す
と
お

り
上
ノ
国
が
北
海
道
の
歴
史
を

語
る
上
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
地
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

時　間：（火 ～ 金）　９時～１７時
　　　　（土・日・祝祭日）１２時～１７時
休館日：毎週月曜日、年末年始
場　所：上ノ国町民図書室（ジョイ・じょぐら内）

本は キラキラ 万華鏡

勝山館跡から出土した越前焼のすり鉢

出土の状況などを詳細を記録

復元が完了した漆器
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お知らせ

（第61号）

罪
を
犯
し
た
未
成
年
者
に
つ
い
て

　最新の透視装置が導入されましたのでご紹介します。新装
置は、島津製SONIALVISION　G4（Ｘ線テレビシステム）と
いい、フラットパネルを搭載したフルデジタル装置です。従
来機器よりも高画質データが安定して得られるようになりま
した。比較すればテレビのアナログ画像からデジタル画像に
変わったように、画質が格段によくなりました。新装置で
は、従来機器に比べより画像が観察しやすく鮮明な表示がで
き、このことによって、手技がよりスムーズに進み検査・治
療時間の短縮につながります。加えて必要な造影剤の量も少
なくてすみますので、患者さんにとってより負担が少ない機
器であるといえます。また、撮影や透視に関しても高精度透
視が可能であり以前は評価の難しかった細部に関しても画像
上に描出することが可能で
す。また、当装置は２０１３年
グッドデザイン賞を受賞し
ており、多様な検査や様々
な検査環境において高画質
の提供、被ばくの低減、使
いやすさを追求した装置と
なっております。
　検査時に心配事や疑問が
あれば当院スタッフにお尋
ねください。

新機器導入しました（放射線科）4月の外来診察日程
整 形 外 科 午前　月曜日から金曜日

循環器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日と金曜日

消化器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　火曜日と水曜日（水曜日は８日と２２日）

呼吸器内科
午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月曜日から金曜日

小 児 科 午前　月曜日から金曜日

泌 尿 器 科
午前　月曜日から金曜日
午後　水曜日

精 神 科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月曜日から金曜日

耳鼻咽喉科
午前　１日・９日・１４日・１５日・２３日
　　　２８日
午後　８日・２２日

眼 科
午前　９日・２３日
午後　１日・１５日・２２日

皮 膚 科 午前　火曜日

神 経 内 科 　　　３日・１７日

受付 　8時～11時30分（初診の方は、９時から）
時間 13時～14時30分

診
療
科
に
よ
っ
て
、曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。御
確
認
く
だ
さ
い
。

※診療日は、予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院に確認の上、受診してください。

（整形外来は、完全予約制となっています。受診され
る方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さ
い。☎５２－００３６ 内線１１２※電話での予約は１３時から）

（整形外来は、完全予約制となっています。受診され
る方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さ
い。☎５２－００３６ 内線１１２※電話での予約は１３時から）

　
未
成
年
者
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
ご
く
最

近
、
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
す
事
件
が
あ
り
ま

し
た
（
な
お
、
未
成
年
者
の
犯
罪
の
件
数

は
１０
年
前
と
比
べ
て
半
減
し
た
と
の
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
）。

　
こ
の
よ
う
な
未
成
年
者
が
、
ど
の
よ
う

な
手
続
き
に
よ
り
処
遇
さ
れ
る
の
か
、
ご

く
簡
単
に
解
説
し
ま
す
。

　
成
年
者
と
異
な
り
、
未
成
年
者
は
心
身

と
も
に
発
達
途
上
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
成
年
者
の
場
合
の

刑
事
手
続
と
は
異
な
る
取
り
扱
い
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
罪
を
犯
し
た
と

疑
わ
れ
た
当
初
は
、
未
成
年
者
で
あ
れ
成

年
者
で
あ
れ
、
被
疑
者
と
し
て
扱
わ
れ
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
未
成
年
者
で
も
逮
捕
・

勾
留
さ
れ
ま
す
。

　
警
察
な
ど
の
捜
査
機
関
に
よ
る
捜
査
が

お
お
む
ね
終
了
し
た
後
で
、
成
年
者
と
未

成
年
者
で
の
取
り
扱
い
が
決
定
的
に
異

な
っ
て
き
ま
す
。

　
成
年
者
で
あ
れ
ば
、
簡
単
な
事
件
の
終

わ
り
方
も
あ
る
の
で
す
が
、
未
成
年
者
の

場
合
は
、
捜
査
の
結
果
と
し
て
、
犯
罪
の

嫌
疑
が
あ
る
と
捜
査
機
関
が
判
断
し
た
場

合
、
例
外
な
く
家
庭
裁
判
所
に
事
件
が
送

ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
未
成
年
者

を
少
年
鑑
別
所
に
送
る
な
ど
の
措
置
が
と

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
裁
判
所
に
事
件
が
送
ら
れ
て
か
ら

４
週
間
以
内
に
家
庭
裁
判
所
で
審
判
が
行

わ
れ
、
未
成
年
者
に
対
す
る
処
遇
が
決
ま

り
ま
す
。

　
不
処
分
、
保
護
観
察
（
保
護
観
察
所
の

指
導
監
督
な
ど
を
受
け
る
）、
少
年
院
送

致
と
い
っ
た
処
遇
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
悪
質
な
事
案
や
審
判
時
に
２０

歳
以
上
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
事
件

が
検
察
官
に
送
り
返
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
起
訴
さ
れ
る
と
、
成
年
者

と
同
様
、
被
告
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
未
成
年
の
犯
罪
と
関
係
な
く
て
も
、
お

問
い
合
わ
せ
は
、

☎
０
５
０

－

３
３
８
３

－

５
５
６
３
ま
で
！

（
法
テ
ラ
ス
江
差
　
弁
護
士
　
板
垣
義
一
）

10２０１５年４月号



お知らせ

 

平成２７年度上ノ国町脳ドック検診助成のお知らせ
○対象者：昭和16年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた方（受診年度に20歳～74歳の方）
　ただし、下記にあげる方は除きます。
　①妊娠中又は妊娠の可能性がある方
　②ペースメーカーを使用している方
　③現在、脳疾患等で治療中の方、もしくは長期療養中の方、または頭痛等の自覚症状がある方
　④医師が不適当と認める方
　⑤平成26年度に上ノ国町の脳ドック検診助成事業を利用した方

○申し込み方法：どちらかの医療機関を選択し、お申し込みください。
　　　　　　　　なお、申し込み後、手続き等が必要となります。
○申し込み・お問い合わせ：保健福祉課健康支援グループまで　（☎５５－４４６０）
　　　　　　　　　　　　　※人数に制限があり、お断りをさせていただく方も多数いると思いますが、ご了承ください。
　　　　　　　　　　　　　　来年度等で調整させていただきます。

函館脳神経外科病院 江差脳神経外科クリニック

検　

診　

内　

容

１　問診
２　身体測定、血圧測定
３　頭部MRI（脳の断層撮影）
４　頭部MRA（脳の血管撮影）
５　頸部MRA（頸部の血管撮影）
６　生活・栄養指導
　　（管理栄養士による食生活を中心とした指導）
７　総合判定（検査当日医師より診断結果説明）
　　（同時にフイルムコピー又はCD-R提供あり）
※血液検査のデータがある方はご持参ください。

１　問診
２　頭部MRI（脳の断層撮影）
３　頭部MRA（脳の血管撮影）
４　頚部MRA（頚部の血管撮影）
５　血液検査・尿検査
６　診察・判定

※診断結果は、後日郵送などで通知されます。

定　　員 ３５名 ３５名
受診時期 不定（主に４、５、６月） １２月（予定）

料　　金
検査費用：３７、８００円 検査費用：３２、４００円
自己負担額：１０、０００円 自己負担額：９、０００円

申込期間

平成２７年４月６日（月）～　
定員となり次第〆切とさせていただきます。
※平成２７年４月３日（金）以前のお申込みはお受け
できません。

平成２７年１０月～
※広報１０月号でお知らせします。

入浴減額券をお持ちの方は、
　利用前には必ず提示が必要です！！
　７０歳以上の方や障害のある方に発行される入浴減額券は、
湯ノ岱・花沢温泉を利用する際に施設従業員に提示すること
となっています。
　『いつも通っているから！』『この前、見せた！』等は提示
しなくてもいい理由にはなりませんので、ご注意ください。
　なお、減額券の新規発行、紛失による再発行やその他不明
な点については、住民課住民環境グループへお問い合わせく
ださい。
※提示がない場合は、通常料金でのご利用となります。

二次予防事業対象者把握に係る
調 査 協 力 の お 願 い

　二次予防事業とは、運動や閉じこもり予防教室に参加し、
要介護状態になることを予防する目的で実施しています。
　社会福祉法人上ノ国町社会福祉協議会では、町から委託を
受け、４月から１２月までの間、単身者や夫婦世帯を調査員
が訪問し、生活状況や健康チェック表の事項などの聞き取り
調査を実施します。
　対象者には、事前に電話などで訪問日の調整をしておりま
すので、ご協力をお願いいたします。
お問い合わせ 上ノ国町社会福祉協議会（☎５５－４０１６）
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お知らせ

　
現
在
、
法
人
道
民
税
、
法
事
業

税
及
び
地
方
法
人
特
別
税
に
つ
い

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
子
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
簡
単

に
申
告
が
で
き
、
窓
口
に
出
向
い

た
り
、
申
告
書
を
郵
送
す
る
手
間

が
な
く
て
と
て
も
便
利
で
す
。

　
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
詳
し
い
情
報

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
Ｈ
Ｐ

h
ttp

://w
w

w
.eltax

.jp
/

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理
部

（
☎
０
１
１
・
２
８
１
・
７
８
３
４
）

　
檜
山
振
興
局
税
務
課

（
☎
５
２
・
６
４
７
２
）

　
提
出
し
た
確
定
申
告
書
に
計
算

誤
り
や
申
告
漏
れ
な
ど
申
告
内
容

に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た

方
や
、
う
っ
か
り
確
定
申
告
書
の

提
出
を
忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ

ん
か
。

　
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ

と
に
気
付
い
た
と
き
は
、「
更
正

の
請
求
書
」
を
提
出
し
て
正
し
い

税
額
へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
税
額
を
少
な
く
申
告
し
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
は
、「
修
正
申

告
書
」
を
提
出
し
て
正
し
い
税
額

に
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
提
出
を

忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
速
や
か
に

確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
江
差
税
務
署

　（
☎
５
２
・
０
０
７
８
）

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」

◆
日
　
時
　
４
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
２２
日
（
水
）

　
　
　
　
　
１０
時
～
１２
時

◆
定
　
員
　
２０
名

◆
受
講
料
　
２
０
０
０
円

◆
申
込
締
切
　
各
実
施
日
前
の
金
曜
日
ま
で

「
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
習
」

◆
日
　
時
　
４
月
１４
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
～
１７
日
（
金
）

　
１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

◆
定
　
員
　
１０
名

◆
受
講
料
　
６
０
０
０
円

◆
申
込
締
切
　
４
月
６
日
（
月
）

「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
８
基
本
講
習
」

◆
日
　
時
　
４
月
２１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
～
２４
日
（
金
）

　
１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

◆
定
　
員
　
１０
名

◆
受
講
料
　
６
０
０
０
円

◆
申
込
締
切
　
４
月
１３
日
（
月
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
５
２
・
０
１
６
０
）

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
江

差
分
会
で
は
、
有
資
格
者
の
充
足

を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
講
習

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）

　
運
転
技
能
講
習

◆
日
　
時
　
５
月
１８
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
１９
日
（
火
）

　
　
　
　
　
８
時
３０
分
～

◆
受
講
料
　
４
万
２
６
９
０
円

◆
申
込
期
限
　
４
月
３０
日
（
木
）

○
地
山
の
掘
削
お
よ
び
土
止
め
支

　
保
工
作
業
主
任
者
技
能
講
習

◆
日
　
時
　
５
月
２５
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
２７
日
（
水
）

　
　
　
　
　
９
時
～

◆
受
講
料

　
全
科
目
　
２
万
２
０
１
０
円

　
一
部
免
除
　
　
９
０
５
０
円

◆
申
込
期
限
　
５
月
８
日
（
金
）

○
不
整
地
運
搬
車
運
転
技
能
講
習

◆
日
　
時
　
６
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
～
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　
９
時
～

お知らせ

掲示板

4月号

手続案内

地
方
税
電
子
申
告（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）を
ご
存
じ
で
す
か
？

◆
受
講
料
　
３
万
３
９
４
０
円

◆
申
込
期
限
　
５
月
１５
日
（
金
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
檜
山
建
設
協
会

　（
江
差
町
字
丸
山
２
９
９

－

１５
）

　（
☎
５
２
・
１
８
１
３
）

【
ス
キ
ー
】

第
１８
回
東
陽
建
設
カ
ッ
プ
ス
キ
ー

競
技
大
会

■
日
時
　
２
月
１５
日
（
日
）

■
場
所
　
八
雲
町
営
ス
キ
ー
場

○
小
学
１
～
２
年
　
女
子
の
部

　
２
位
　
中
井
　
　
遥（
上
ノ
国
小
）

○
小
学
３
～
４
年
　
男
子
の
部

　
５
位
　
飛
鳥
　
颯
志（
上
ノ
国
小
）

　
６
位
　
宮
城
　
拓
海（
湯
ノ
岱
小
）

○
小
学
５
～
６
年
　
女
子
の
部

　
２
位
　
宮
城
　
真
衣（
湯
ノ
岱
小
）

　
４
位
　
草
間
　
綾
禎（
上
ノ
国
小
）

　
５
位
　
中
井
　
　
閑（
上
ノ
国
小
）

○
中
学
女
子
の
部

　
１
位
　
武
田
　
優
紀
香

　
６
位
　
飛
鳥
　
聖
奈

函
館
七
飯
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

　
　
　
２
０
１
５
ス
パ
ー
Ｇ
大
会

■
日
時
　
３
月
８
日
（
日
）

■
場
所
　
函
館
七
飯
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

○
女
子
小
学
１
・
２
年

　
２
位
　
中
井
　
　
遥（
上
ノ
国
小
）

○
男
子
小
学
３
・
４
年

　
１
位
　
宮
城
　
拓
海（
湯
ノ
岱
小
）

○
女
子
小
学
５
・
６
年

　
２
位
　
宮
城
　
真
衣（
湯
ノ
岱
小
）

　
３
位
　
中
井
　
　
閑（
上
ノ
国
小
）

○
女
子
中
学
１
年
～
３９
歳

　
３
位
　
飛
鳥
　
聖
奈

開催案内

檜
山
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

各
種
講
座
の
お
知
ら
せ

手続案内

確
定
申
告
書
の
内
容
が

　
　

間
違
っ
て
い
た
と
き

開催案内

建
設
業
に
携
わ
る
方
の

講
習
会
受
講
者
の
募
集
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

12２０１５年４月号



お知らせ

◆正社員との差別的取扱い禁止対象範囲が拡大されます
　　これまで、パートタイム労働者とされる条件は、【①職務内容が正社員と
同一】【②人事異動等の有無・範囲が正社員と同一】【③無期労働契約を締
結している】でしたが、改正後は①と②を満たしていれば正社員と同じ待遇
となり、有期労働契約のパートタイム労働者も差別的取扱い禁止の対象と
なります。
◆「短時間労働者の待遇の原則」の新設
　　事業主が、雇用するパートタイム労働者と正社員を異なる待遇にする場
合は、職務の内容、人材活用の仕組み、その他の事情を考慮して、不合理と
認められるものは違法となります。また、広く全ての短時間労働者を対象と
した待遇改善の原則規定が創設されます。
◆パートタイム労働者雇入の際の事業主による説明義務の新設
　　事業主は、パートタイム労働者を雇い入れたときは、実施する雇用管理
の改善措置の内容について、説明しなければならないこととなります。
◆パートタイム労働者からの相談に対応するための事業主による
　体制整備の義務の新設
　　事業主は、パートタイム労働者からの相談に応じ、適切に対応するため
に必要な体制を整備しなければならないこととなります。
お問い合わせ　厚生労働省北海道労働局雇用均等室（☎０１１－７０９－２７１５）

4 月1日からパートタイム労働法が改正されます

　オゾン層の破壊と地球温暖化の原因と
なるフロン類の排出抑制を一層強化する
ため、フロン類の製造、使用、廃棄に至
る包括的な規制措置を講じる「フロン排出
抑制法」（改正フロン回収・破壊法）が４
月１日より施工されます。
　フロン類（ＨＦＣ、ＨＣＦＣ、ＣＦＣ）が
冷媒として使用されている業務用冷凍冷
蔵・空調機器の管理者（機器の所有者等）
には、冷媒漏えい防止のための機器の点
検、漏えい時の修理、修理なしでの充填
の禁止、機器整備の結果の記録・保存等
が義務づけられます。
　制度の詳細は、環境省ホームページ
（http://www.env.go.jp/seisaku/list/ozone.
html）をご覧下さい。
お問い合わせ
檜山振興局環境生活課（☎５２－６４９１）

平成27年４月１日より
フロン排出抑制法が
              施行されました

本
町
交
通
安
全
指
導
員
が
『
北
海
道
善
行
賞
』

お
よ
び
『
交
通
安
全
表
彰
』
を
受
賞
し
ま
し
た

　
本
町
で
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
福
士
勇
二
さ
ん

（
字
新
村
）
が
北
海
道
よ
り
北
海
道
善
行
賞
を
受
賞
し
、
ま
た
同

じ
く
同
指
導
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
尾
田
武
博
さ
ん
（
字
木
ノ

子
）
、
髙
橋
喜
代
美
さ
ん
（
字
大
留
）
、
北
村
光
男
さ
ん
（
字
新
村
）
、

澤
谷
敦
さ
ん
（
字
大
留
）
が
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
名
の
方
々
は
、
各
地
区
に
て
永
年
に
わ
た
っ
て
啓
発
活
動
を
行

う
な
ど
、
精
力
的
な
交
通
安
全
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
受
賞

は
、
こ
れ
ら
の
地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

左から澤谷さん、髙橋さん、福士さん、北村さん、尾田さん
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お知らせ

　 

・午後３時を目安に下山しましょう。天気の崩れそうなときは、すぐに下山を
・入山場所の地形をよく確かめる。特に大木などのを目印にしておく
・仲間同士で声を掛け合い、位置の確認を
・自分の体力を過信せず、体調に合わせて無理せず行動を
・がけや急斜面などの危険な場所は避ける
・クマの出没情報などに注意し、危険な動植物には近づかない
・無理だと思ったら、いさぎよく引き返す

●入山するときの注意事項

・むやみに歩き回らずに、大木の陰や岩陰で雨風をしのぎ捜索隊を待つ
　また、日没後は歩き回らない
・収穫したものは、いさぎよくあきらめる
・捜索のヘリコプターの音が聞こえたら、広い場所でタオルなどを振って合図する
・呼びかけなどが聞こえたら、大きな音を出して反応する（笛が効果的）
・必ず助けが来るので、望みを捨てずに頑張る

●万が一、山中で迷ってしまったら

楽しい山菜採りがちょっとした油断で遭難に

・あめ玉や缶詰め、チョコレート、乾パンなどの非常食と飲料水
・携帯電話、笛、鏡、発煙筒などの位置を知らせることができるもの
・雨具、防寒具など雨や寒さをしのぐもの
・傷薬、持病の薬　　・ラジオや方位磁針、時計、懐中電灯

●山に持って行くとよいもの（一例）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

お
問
い
合
わ
せ　

上
ノ
国
町
農
業
委
員
会

☎
５
５
・
２
３
１
１
（
内
線
２
４
３
）

区　分 作　業　名 単位 賃金及び料金 条件等 区　分 作　業　名 単位 賃金及び料金 条件等

人作業
田畑作業 人 6,000 １日８時間（割増

は別）注１）参照
培土 畑 10㌃ 3,200

中耕・除草 畑（テーラー） 10㌃ 2,600 薬剤代別
時間給 最低 750 注１）を参照

バインダー
コンバイン

バインダー（田） 10㌃ 4,200
紐なし、
作業の難易度により
30％以内の加減。

トラクター
（耕運機

含む）

ロータリー
田 10㌃ 4,000

１回当たり
コンバイン（田） 10㌃ 11,600

畑 10㌃ 4,000 バインダー（畑） 10㌃ 1,800
プラオ田畑耕 10㌃ 4,200 コンバイン（畑） 10㌃ 7,000

代かき 10㌃ 5,000 同時仕上げ カッター ブラッシュ・カッター 時間 2,100
馬鈴薯堀取 10㌃ 4,700

脱穀機
ハーベスター自走 10㌃ 3,700

マルチャー 10㌃ 4,000 大豆落とし 10㌃ 3,800
肥料蒔き 10㌃ 1,500 散布のみ 小豆落とし 10㌃ 3,200

マニアスプレータ 10㌃ 2,600 散布のみ10a 2t標準

その他機械

モーア 10㌃ 1,400
種蒔き 10㌃ 2,100 集草 10㌃ 700 １回当たり

サブソイラー 10㌃ 3,000 反転 10㌃ 500 １回当たり

田植え
田植 10㌃ 4,200 牧草ロール巻き １個 1,000

田植（側条施肥） 10㌃ 5,700 肥料代別 牧草コンパクト １個 150
噴霧 ブームスプレーヤー 10㌃ 2,700 薬剤代別 フロントローダー 時間 2,100

農業用労務賃金及び農業機械使用料金協定額（平成27年4月1日から適用）（単位：円）

＊農業用機械については、運転手付きの料金とする。

注１）人作業については、北海道における最低賃金を掲載しています。軽微な作業であっても最低賃金を下回らないよう金額を設定して   
　　　ください。また、作業の難易度によっては時給及び日当について、最低賃金以上の金額を話し合いにて調整してください。

・上記「農業機械使用料金協定額」は、農作業を依頼する場合や受託する場合に一つの目安として利用してください。
・作業に係る料金は事前に双方で話し合い、合意を得た上で作業を実施してください。

ま
し
ょ
う

・
薄
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
行
動
は

や
め
ま
し
ょ
う

・
ゴ
ミ
は
必
ず
す
べ
て
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う

・
小
グ
マ
を
発
見
し
て
も
、
近
づ

い
た
り
エ
サ
を
与
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

■
お
問
い
合
わ
せ

北
海
道
環
境
生
活
部

環
境
局
生
物
多
様
性
保
全
課

（
☎
０
１
１
・
２
０
４
・
５
２
０
５
）

　
４
月
１
日(

水)

か
ら
５
月
１０
日

（
日
）
は
、
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た

ヒ
グ
マ
へ
の
注
意
特
別
期
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ヒ
グ
マ
に
よ
る
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・
音
を
立
て
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ

う
・
ク
マ
の
足
跡
や
フ
ン
な
ど
を
見

つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
し

平
成
　
年
春
の
ヒ
グ
マ
注
意

特
別
期
間
の
お
知
ら
せ
で
す

　
北
海
道
農
業
士
制
度
は
、
地

域
農
業
の
中
核
的
な
担
い
手
と

し
て
、
資
質
向
上
へ
の
意
欲
が

高
く
、
ま
た
地
域
活
動
等
に
率

先
し
て
参
加
し
て
い
る
者
を
町

長
の
推
薦
に
よ
り
知
事
が
認
定

し
て
い
る
制
度
で
、こ
の
た
び
、

本
町
か
ら
２
名
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
規
就
農
者
に
対
す
る
助

言
、
経
営
改
善
や
地
域
農
業
の

振
興
に
関
す
る
協
力
な
ど
の
分

野
に
お
い
て
、
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

森
　
裕
介
さ
ん
（
字
桂
　
岡
）

齊
藤
　
寿
さ
ん
（
字
小
安
在
）

齊藤　寿さん
(字小安在)

森　裕介さん
(字桂岡)

が
北
海
道
農
業
士
に

　
　
　
認
定
さ
れ
ま
し
た
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お知らせ

下水道加入率（３月２０日現在）

特定環境公共下水道事業

漁業集落排水事業

　加入戸数　７５６戸（前月比＋１）
　 加 入 率　５２．８％
供用区域～桂岡・中須田・新村・大留・上ノ国・勝山
　　　　　北村・内郷　　　※一部区域を除く

　加入戸数　１４０戸（前月比±０）
　 加 入 率　４０．１％
供用区域～小安在・木ノ子・扇石・汐吹

　　　※一部区域を除く

４/５　江差町・半澤医院
☎５２－１１８１

４/１２ 道立江差病院
☎５２－００３６

４/１９ 乙部町国保病院（日中）
☎６２－２３３１

　　 　江差町・佐々木病院（夜間）
☎５２－１０７０

４/２６ 厚沢部町国保病院
☎６４－３０３６

４/２９ 江差町・半澤医院（夜間）
☎５２－１１８１

５/３　江差町・佐々木病院
☎５２－１０７０

５/４　上ノ国診療所
☎５５－２０１７

５/５　道立江差病院
☎５２－００３６

５/６　江差町・勤医協診療所
☎５２－１３６６

まちの人口と世帯数

前月比

人　口 ５，４１１ 人 －１３

男 ２，５４０ 人 －　５

女 ２，８７１ 人 －　８

世帯数 ２，６１１世帯 ±　０

掲載の了解をいただいた方のみご紹介
しています。なお、地名表記について
は、所属の町内会を記載しております。

病院の都合により変更になることがあります
ので、新聞や消防署などで確認してください。

よろこび・かなしみ
（３月２０日届出分まで）※敬称略

（平成27年2月末日現在）

翔ひ
ろ

広と

く
ん
で
す
！

森
川　

涼
太
さ
ん

　
　
　

優
代
さ
ん
の
子

（
字
北
村
）

元
気
で
ー
す
！！

元
気
で
ー
す
！！

満
１
歳
に
な
り
ま
し
た
。

満
１
歳
に
な
り
ま
し
た
。

234

路線バス

ダイヤ改正について
　路線バス江差木古内線の木
古内行の１便が４月１日より、
次のとおり変更となります。

江差高校前発
１２：３０　→　１２：２５

（全てのバス停で５分早まり
ますので、ご注意願います。）

日曜・祝日の当番医日曜・祝日の当番医

大　留　鈴木　友理（ゆり）
　　　　 ◯父 隼人　◯母 美喜

おたんじょうおめでとう

新
た
な
バ
ス
停
が
【
中
の
沢
】・【
膳
棚
】
に
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
よ
り
運
行
中
の
路
線
バ
ス
（
江
差

－

木
古
内
線
）
に
お
い
て
、
町
内
２
カ
所
に
新
た
な
バ
ス
停
が

４
月
１
日
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

乗
車
料
金
は
、
中
の
沢
が
湯
ノ
岱
、
膳
棚
が
神
明
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

江差方面行 木古内方面行
膳　棚 中の沢 膳　棚 中の沢

6:55 7:04 7:16 7:07
9:52 10:01 8:35 8:26

11:52 12:01 11:55 11:46
15:31 15:40 13:40 13:31
17:42 17:51 17:02 16:53
19:09 19:18 19:20 19:11

時
　
刻
　
表

おくやみもうしあげます
湯ノ岱　 三浦安之焏　９３歳  ３/１７
中須田　 杉野　竜二　２５歳  ２/２８
中須田　 佐藤　信子　７８歳  ３/１９
小　森　 久末　政人　６３歳  ２/２６
中央区　 長谷川瀧太郎　９４歳  ３/３
上ノ国　 波佐谷良子　８０歳  ２/２７
大　崎　 菅　　満郎　８５歳  ３/９
扇　石　 疋田ススヱ　９１歳  ２/２３
扇　石　 太田　利子　７１歳  ３/３
汐　吹　 竹内コナミ　８９歳  ３/９
石　崎　 市山　冨一　８９歳  ２/２３
石　崎　 長谷山イヨ　８８歳  ３/１９

大　留　小林　大獅（たいし）
　　　　 ◯父 大翔　◯母 優佳

大　崎　金田　唯杜（ゆいと）
　　　　 ◯父 豊　◯母 智枝子

木ノ子　澤村　　椿（つばき）
　　　　 ◯父 康富　◯母 果菜
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０
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．
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年齢要件…平成７年4月27日までに生まれた方
住所要件…平成27年1月20日までに上ノ国町に住民登録をし
　　　　　引き続き町内に住んでいる方

期日前投票
仕事や旅行などの都合で投票日に投票できない方は、事前に投票できます。
・投票できる期間……４月22日（水）から４月25日（土）まで
・投票できる時間……午前8時30分から午後8時まで
・投票できる場所……上ノ国町選挙管理委員会室（役場庁舎１階）

不在者投票

　身体に重度の障害があり一定の要件を満たす方で、投票日に投票所に行けない方は、自宅で投票する
ことができます。
　事前に「郵便等投票証明書」の交付が必要ですので、詳しくは選挙管理委員会へお問い合わせください。

【お問い合わせ先】上ノ国町選挙管理委員会　☎５５－２３１１　内線２８５まで

郵便による不在者投票

老人ホームや病院に
入所・入院されている方

不在者投票の指定施設であれば投票できます。
詳しくは、入所・入院されている施設にご確認ください。

上ノ国町選挙管理委員会に申請すると、滞在先の選挙管理
委員会で投票ができます。出稼ぎや長期出張の方

上ノ国町議会議員選挙

投票時間は、午前7時から午後6時まで
264月 日（日）投票日

投票できる方

告示日　４月２１日（火）

　投票の際には、ご自分の入場券をお持ちください。

投票所入場券

『不在者投票をご利用される方は、不在者投票期間が大変短く、また郵送に日数を要
するため、告示前でも申請できますので、お早めに申請してください。』

開票を参観されたい方
日時　４月26日（日）
　　　午後８時から
場所　町民体育館

上ノ国町議会議員選挙の開票速報は、ネットで！
選挙管理委員会では、開票状況を速報しますのでご利用ください。
上ノ国町ホームページ：http://www.town.kaminokuni.lg.jp/
※北海道知事選挙および北海道議会議員選挙では開票速報を実施しま
　せんのでご注意ください。

　※入場券の裏面には、期日前投票の宣誓書兼請求書がありますので、あらかじめ自
宅で氏名等を記入して持参いただきますと、手続きが簡単にできます。


